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平成 23 年７月号　奄美市だより �

いよいよ地デジ完全移行　７月２４日アナログ終了
　地上デジタル放送への完全移行に伴い、７月２５日からはア

ナログ放送が見られなくなりますので、対策をお急ぎください。

デジサポ奄美事務所では臨時相談コーナーを開設しましていま

すので、お気軽にご相談ください。

○デジサポ奄美事務所臨時相談コーナー開設（８／２６まで）

　月曜～金曜　午前９時～午後５時

　奄美市名瀬幸町１２―５みかた公園隣り

□地デジの相談電話　　　℡ ０９９－８３３－ ２０２０

□戸別訪問の申し込み　　℡ ０９９－８１２－ ８００１

※また、商水情報課では、県ふるさ

と雇用再生特別基金事業を活用し

「地デジサポート事業」を下記の事

業所に委託しておりますので、不明

な点等がございましたら、下記まで

ご連絡ください。

奄美市役所商水情報課

TEL：0997-52-1111（内線 1424）

委託先：㈱東通　地デジホットライン

ﾌﾘｰﾀ ｲ゙ﾔﾙ：0120-540814（日曜日を除く 8:30 ～ 17:30）

                                                   

いよいよ地デジ完全移行 ７月２４日アナログ終了

テレビが変わる！皆さんに長年ご覧いただきましたテレビ、地上アナログ放送は７月２４日に

終了して地上デジタル放送に完全移行となります。 

すでに、ほとんどのご家庭できれいな地デジの画面と新しいサービスをお楽しみですが、まだ

アナログ放送をご覧のご家庭はそのままでは７月２５日からはテレビが見られなくなりますの

で対策をお急ぎください。 

デジサポ鹿児島では地デジに関するすべてのご相談と戸別訪問アドバイス希望の申し込みを

受け付けています。 

 また、下記のとおり、デジサポ奄美事務所でも臨時相談コーナーを開設しましたので、お気

軽にご相談下さい。 

○デジサポ奄美事務所臨時相談コーナー開設 

 午前９時～午後５時 

 月曜～金曜（８／２６まで） 

   奄美市名瀬幸町１２―５みかた公園隣り 

 

□地デジの相談電話   ℡ ０９９－８３３－ ２０２０ 

□戸別訪問の申し込み  ℡ ０９９－８１２－ ８００１ 

 

 

 

※また、市役所商水情報課では、県ふるさと雇用再生特別基金事業を活用し「地デジサポート事

業」を下記の事業所に委託しておりますので、不明な点等がございましたら、下記までご連絡下

さい。 

奄美市役所商水情報課

TEL：0997-52-1111（内線 1424）

委託先：㈱東通

地デジホットライン 

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-540814（日曜日を除く 8:30～17:30）

52-1111（内線1431～ 1433）
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有 料 広 告有 料 広 告

７月中に限り初回相談無料キャンペーン！
債務整理，離婚，相続，交通事故など，相談だけでもお気軽に♪

●相談時間　　月～金曜日　午前９時０0 分～午後 6 時　

●所 在 地　   〒 894-0026　奄美市名瀬港町２２番２３号１階

 （朝日通りバス停正面　白い建物１階） 弁護士　 正
しょうごもり

込  健
けんいちろう

一朗

※初回相談は 30 分です。延長の場合は，30 分につき　5,250 円になります。
※事件の受任については，当事務所の報酬規定に基づく費用をいただきます。

予約制先着順なので
お早めにお電話ください

水道事業運営調査委員公募のお知らせ

　水道事業の健全かつ円滑な運営のため

に「奄美市水道事業運営調査会」を設置

いたします。

　委員は１５人以内を予定しております

が、その中に様々な視点から市民の意見

を聴くために５人程度、一般から公募い

たします。

※応募要領は次のとおりです。

・市内に居住し、選挙権を有する方。

・官製はがきで、氏名、年齢、職業、住所、

電話番号を記入してお申込みください。

・申込期限　

　平成２３年７月２２日（金）必着
・申込先及び問い合わせ先は次のとおりです。

　　〒８９４－００３３
　　奄美市名瀬矢之脇町２５番１号
　　奄美市水道課管理係（森岡、菅村）
　　  ５２－１１１１
　　　　　（内線１７６１、１７６３）

①受験料免除制度
・体験入学 ( 学校見学含む ) に参加された方
は，受験料 ( ￥15,000) を免除します。

【対象学科】医療事務学科，調理師養成学科，
介護福祉学科
②授業料減免制度

・受験時に所定の資格を取得されている方
は，初年度の授業料を減免 ( ￥100,000) しま
す。ただし，複数取得している場合も同額
です。詳細は，募集要項をご覧ください。

【対象学科】医療事務学科，調理師養成学科，
介護福祉学科
③学生アパート入居費用減免制度

・推薦入試 (10 月 ) 受験生で，学生アパート
入居希望者は，家賃を免除します。ただし，
食費・水熱光費は自己負担となります。

【対象学科】医療事務学科，調理師養成学科，
介護福祉学科
④入学金減免制度

・群島内高等学校卒業見込み者で，10 月入

試を受験し，合格した方は，入学金を半額
減免します。

【対象学科】医療事務学科，調理師養成学科，
介護福祉学科

⑤ファミリー割引制度
・本校に兄弟姉妹または親子で同時に在籍し
ている期間について，後から入学された方
の授業料を半額減免します。ただし，先に
入学された方が卒業されるまで。

・本校の卒業生の親族等に対する割引制度
もありますので，お問い合わせください。

【全学科対象】

⑥成績優秀者特待制度
・看護学科では，成績優秀者に対して，授業
料減免制度があります。

〒 894-0771 鹿児島県奄美市名瀬小湊 338-2
ﾌﾘｰﾀ ｲ゙ﾔﾙ 0120-549-181
E-mail amami@amakan.ac.jp
http://www.amakan.ac.jp/
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郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事

営業種目

代表取締役　平　勝利 旧名瀬市大熊出身
関東地区輪内会会長・東京名瀬会副会長（ 　　　　　   　）

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX ０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 ( 般 - １２) 第１０２６８０号
東京労働局長許可第１８号・第２号

社団法人日本クレーン協会東京支部会員

泉　千尋（大熊）、中野　晴夫（仲勝）、平　良樹（名瀬）、
永井　裕志（宇宿）、新元　健作（仲勝）、押川　光仁（大熊）

　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、ご本人の申請手続
きによって、保険料の納付が「全額免除」,「一部納付（一部免除）」または「猶予」され
る制度があります。

①免除（全額免除・一部納付）申請
　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場合に、申請手続きをすることにより、
保険料の納付が全額免除または半額納付などの一部納付となります。
　なお、一部納付（一部免除）については、一部納付保険料を納付しないと未納期間となり
ますので、必ず納付してください。

②若年者納付猶予申請
　３０歳未満の方で、本人、配偶者の前年所得が一定額以下の場合に、申請手続きをするこ
とにより、保険料の納付が猶予されます。

③学生納付特例申請
　学生の方で本人の所得が一定額以下の場合に、申請手続きをすることにより、保険料の納
付が猶予されます。（２３年度分の学生納付特例申請は、４月から申請を受け付けていま
す。）

　※免除等を受けている期間は、１０年まで遡って追納することが可能ですが、未納の場合
は２年を超えると時効により納付することができなくなります。

（※）一部納付については、一部納付保険料を納付していることが必要です。
（注）平成２１年３月分までは、３分の１が年金額の計算に算入されます。

×
算入されません

×
算入されません

未　　納

×
入りません

×
入りません

納　　付 全 額 免 除
一 部 納 付

（一 部 免 除）

○
算入されます

 若年者納付猶予
 学生納付特例

○
入ります

○
入ります

○
入ります

○
入ります

○
入ります

（※）

○
入ります

（※）

○
入ります

○
入ります

○
２分の１

（注）

○
一部
（※）

障害基礎年金
遺族基礎年金

老齢基礎年金

受給資
格期間

受給資
格期間

年金額
の計算

実は！

　（お問い合わせ先及び申請先）
　　□名瀬総合支所　国保年金課　52-1111　内線1148　　　　□住用総合支所　市民課　69-2111　内線2103
　　□笠利総合支所　市民課　　　　63-1111　内線3026　　　　□奄美大島年金事務所　　52-4341

平成２３年度の国民年金保険料免除申請は、７月から受付を開始します。
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市民協働推進課　52-1111（内線 1716）

社団法人鹿児島県猟友会からのお知らせ

　猟友会では県からの委託を受けて、鳥獣による農作物被害の防止・軽減を
図るため、出来るだけ多く農家が自ら鳥獣捕獲を適切に実施できるよう、わ
な免許取得と捕獲技術の習得を支援します。
※支援対象者：鳥獣による被害を受けている農業者やその集落等の代表など。
なお、支援を受けるためには申し込み時に市町村の証明が必要であり、免許
取得後は猟友会への加入が条件になります。
　詳しくは、地元猟友会または、社団法人鹿児島県猟友会 099-222-9449、大
島支庁農政普及課 53-1111（内線 266）にお問い合わせください。（※支援対
象者の証明は、奄美市農林振興課管理係 52-1111[ 内線 1404] にて行います。）
　狩猟免許試験に関することは地元猟友会または大島支庁林務水産課林務係
52-1111（内線 441）までお尋ねください。

【奄美市での狩猟者免許試験日程】
申請受付　　平成 23 年 7 月 11 日（月）～平成 23 年 8 月 5 日（金）
試験実施日　平成 23 年８月 28 日（日）開始時刻　午前 9 時
実施場所　　大島支庁舎



奄美市だより　平成 23 年７月号�

【対象者】
　再生作業を行う年度から５年間以上耕作す
る農業者または農業者等の組織する団体

【対象農地】
●農用地区域内の農地（各支所の農振担当
の方で確認出来ます。）
●平成２２年度に行われた耕作放棄地全体
調査の※緑地区及び黄地区

（各支所農業委員会で確認出来ます。）
※緑地区：人力で草刈等を行うことにより、
直ちに耕作することが可能な土地
※黄地区：草刈等では直ちに耕作すること
は出来ないが、基盤整備を実施して農業利
用すべき土地

【受付期間】
●平成２３年９月２０日まで
 （各総合支所の担当まで）

【支援内容】
●再生作業
賃貸契約（農地流動化）・所有権移転・農
作業の委託等により耕作放棄地の障害物除
去、深耕、整地等及び土づくりの支援

・重機等を用いないでも再生作業ができる
農地（5 万円 /10 ａの定額支援）

・荒廃の程度が大きく重機等を用いて行う
再生作業（1/2 以内補助）

●土壌改良
　耕作放棄地再生作業後に肥料・有機質資
材の投入、緑肥作物の栽培等の支援

・2 年目必要な場合のみ　（2.5 万円 /10 ａ
の定額支援）

●営農定着

　作物の作付けに対する支援（2.5 万円 /10
ａの定額支援）

●施設等補完整備　1/2 以内補助（注意：再
生作業等の取組に附帯して行う整備）
　基盤整備（農業用用排水施設、農道、暗きょ
排水、客土、区画整理、農用地保全、基盤整
備等機械）、小規模基盤整備、乾燥調製貯蔵
施設集出荷貯蔵施設、農業体験施設、農業用
機械・施設
★利用できる耕作放棄地があり、詳しい事
が知りたい方は番地・所有者等を確認のう
え、下記の担当窓口まで連絡をお願いしま
す。

・名瀬総合支所農林振興課農政係
　 52-1111　内線 1408　  　52-1359

・住用総合支所産業建設課産業振興係
　 69-2111　内線 2312　 　69-2178

・笠利総合支所産業振興課産業振興係
　 63-1111　内線 3044　 　63-2440

平成23 年度耕作放棄地再生利用緊急対策事業のお知らせ

☆特別障害者手当・障害児福祉手当について
【特別障害者手当】

　身体・知的・精神の障がいの程度が著しく重度であるため、

日常生活において、常時、特別の介護を必要とする在宅の方

に対して支給されます。（身体障害者手帳の１級程度の障害が

重複する方・療育手帳のＡ１所持の方など）

　手当額　月額　２６，３４０円

【障害児福祉手当】
　２０歳未満で、身体・知的・精神の障がいの程度が著しく

重度であるため、日常生活において、常時、特別の介護を必

要とする在宅の方に対して支給されます。

　手当額　月額　１４，３３０円

お問い合わせは、各総合支所の福祉政策担当課まで。 52-1111

福祉政策課からのお知らせ
【児童への福祉制度】

　児童への福祉制度には，次のような制度

があります。

　市役所では、下記制度に該当される方の

申請を随時受け付けておりますので、「当て

はまるけれど、申請をしていない」と思わ

れる方は、お近くの各総合支所担当窓口ま

でご相談ください。（施設入所や所得制限

等の支給要件があります。）

◎児童扶養手当（じどうふようてあて）

　父又は母がいない児童（18 歳に達する日

以降の最初の 3 月 31日までの間にある者）

の母又は父、もしくは父又は母に代わってそ

の児童を養育している方（養育者）に対して

手当を支給する制度です。（ただし、公的年

金の受給資格がある方は該当しません。）

手当支給額

児童 1 人のとき：月額 41,550 円（一部支給

のとき 41,540 円～ 9,810 円）

児童 2 人のとき：5,000 円を加算、児童 3

人目以降 1 人につき 3,000 円が加算。

（平成 23年 4月に額の改定がありま

した。現在の受給者には後日通知文

を送付いたします。）

◎特別児童扶養手当（とくべつじどうふよ

うてあて）

　20 歳未満の心身に障害のある児童を養

育する父母または父母に代わって児童を養

育する方に対して手当を支給する制度です。

手当支給額

特別児童扶養手当（1 級）：月額 50,550 円

特別児童扶養手当（2 級）：月額 33,670 円

◎ひとり親家庭医療費助成制度

　母子（父子）家庭の母（父）及び児童（18

歳に達する日以降の最初の 3 月 31日までの

間にある者）、または父母に代わって児童を

養育する方を対象に医科・歯科・調剤薬局

等にて支払った保険診療分の医療費を助成

する制度です。

◎乳幼児医療費助成制度

　小学校就学前（6 歳に達する日以後最初

の 3 月 31日まで）の乳幼児を対象に医科・

歯科・調剤薬局等にて支払った保険診療分

の医療費を助成する制度です。

◎出産祝い金制度

　奄美市に住所が 1 年以上あり、出産によ

り第 2 子以上のお子様が産まれた世帯。

手当支給額

第 2 子の場合　　：20,000 円

第 3 子以降の場合：50,000 円
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夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
夏
と

言
え
ば
海
！
海
と
言
え
ば
大
浜
！
で

す
。
皆
さ
ん
、
大
浜
海
浜
公
園
に
来

ら
れ
た
際
は
、
奄
美
海
洋
展
示
館
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ね
～
。

　

館
内
に
「
生
き
た
サ
ン
ゴ
水
槽
」

が
あ
る
の
は
ご
存
知
で
す
か
？
5
月

末
に
サ
ン
ゴ
の
入
れ
替
え
を
し
ま
し

た
。
サ
ン
ゴ
は
、
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ

ン
チ
ャ
ク
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
刺

胞
（
毒
針
の
よ
う
な
も
の
）
と
よ
ば

れ
る
細
胞
を
持
っ
て
い
て
同
じ
仲
間

に
な
り
ま
す
。
何
か
不
思
議
な
感
じ

も
し
ま
す
が
・
・
・
そ
の
刺
胞
で
、

敵
か
ら
身
を
守
っ
た
り
、
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
な
ど
を
食
べ
た
り
し
ま
す
。

　

魚
た
ち
も
毎
日
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
、
水
槽

内
が
一
気
に
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
照
明
は
水
槽
を
よ
り
華

や
か
に
、
光
輝
い
て
み
せ
ま
す
。

　

サ
ン
ゴ
水
槽
の
魚
は
、
他
の
水
槽

と
は
違
い
小
さ
く
て
動
き
の
素
早
い

魚
が
多
い
で
す
。
ク
ラ
カ
オ
ス
ズ
メ

ダ
イ
や
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ
な
ど
は
サ
ン

ゴ
の
間
を
ス
ル
リ
と
抜
け
て
目
の
前

に
来
た
と
思
っ
た
ら
、
一
瞬
で
目
の

前
か
ら
消
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
動
き
の
速
さ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン
ゴ
の
間
に

は
カ
ニ
や
ヒ
ト
デ
な
ど
が
隠
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
探
す
の
も
楽
し

い
で
す
よ
～
。
発
見
し
た
時
は
「
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
い
た
!!
」
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
の
で
、
一
度
、
じ
っ
く

り
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

他
に
も
水
槽
内
を
映
し
だ
す
カ
メ

ラ
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
上
下
左
右

は
も
ち
ろ
ん
、
縮
小
や
拡
大
の
操
作

も
で
き
ま
す
。
映
し
だ
さ
れ
る
魚
や

サ
ン
ゴ
を
み
て
い
る
と
ま
る
で
自
分

が
水
槽
の
中
に
い
る
気
分
を
味
わ
え

ま
す
よ
。

　

夏
休
み
に
向
け
て
「
特
別
企
画
」

も
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
～
。

光輝く水槽！？

奄美海洋展示館　 ５５- ６０００
ア ヤ ビ キ 日 記ア ヤ ビ キ 日 記

生きたサンゴ水槽

生涯学習県民大学講座　奄美高等学校

「絵画と語学を通して欧米文化を学ぶ」

講座受講生募集
【日時】平成 2 ３年 10/5( 水 )・12( 水 )・19( 水 )・26( 水 )，

11/2( 水 )・9( 水 )・16( 水 )・22( 火 )・30（水），12/7( 水 ) の
全 10 回

【時間】１８時～２０時
【場所】鹿児島県立奄美高等学校（美術室にて）
【その他】

対象はどなたでも（但し，７割以上は
出席可能な方）、定員３０人、参加料は
無料（材料等の実費は必要）
    油絵初心者大歓迎です。油彩用具を
持っていない方は、前もって井上まで
ご相談ください。

【応募方法】
ファクス（52-6122）に　(1) お名前 (2) 住所 (3) 電話番号 (4)
年齢 (5) 県民大学応募の旨　を書き，８月３１日（水）まで
にお送りください。（往復はがきでも良いです。）

【申込先】鹿児島県立奄美高等学校県民大学係
〒 894-8567　奄美市名瀬古田町１- １

0997-52-6121　 　52-6122

毎年７月は“社会を明るくする運動”強調月間です。
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　“ 社会を明るくする運動 ” は、すべての国民が、犯罪の防止と
罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場
において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうと
する全国的な運動です。
　家庭の対話を充実させて犯罪や非行を未然に防止しましょう。
■行動目標
①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう
③これらの点について、地域社会の理解が得られるよう協力しよう
■重点事項

「立ち直りを支える取組についての理解促進」「犯罪や非行をした
人たちの就労・住居等の生活基盤づくり」

主唱／法務省

お天気フェア２０１１
【内容】	◆測候所見学　◆ビデオ上映（2 本立て）

	 ◆実験コーナーなど

日時：平成 23 年 7 月 23 日（土）
13：00 ～ 16：00（受付 12：30 ～）
場所：名瀬測候所奄美市名瀬港町８－１

（車でのご来場はご遠慮ください。）
入場：無料（先着３０名程度）
※事前に参加申込みが必要です。
申込・問合せ：名瀬測候所（業務課） 電話 0997-52-0204
名瀬測候所ホームページ http://www.jma-net.go.jp/naze/
※ 当日の気象状況により、予告なく中止することがあります。ご了
承ください。

希
望
者
に
【
誕
生
日
の
天
気
表
】

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

あ
な
た
の
誕
生
日
は
晴
れ
？

そ
れ
と
も
雨
？

企業ガイダンスのお知らせ
　８月１２日（金）１３時～、奄美観光ホテルにて『奄

美で就職したい方』を対象とした企業ガイダンス（内

容は企業説明会です。）を開催します。詳細は商水情報

課までお問い合わせください。 52-1111（内線 1422）

７
月
17
日

（
日
）
は
、
「青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
」
市
民
清
掃
の
日
で
す
。
児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
市
民
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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１   

目
的

「
奄
美
群
島
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
の
早
期
実
現
!!
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

２   

日
時

　

平
成
23
年
7
月
30
日
（
土
）　

　

午
前
８
時
30
分 

～
10
時
30
分

名
瀬
地
区
で
は
出
陣
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　

場
所
：
大
島
支
庁
正
面
玄
関
前

　

午
前
８
時
10
分
～
８
時
30
分

３   

場
所

①
「
道
の
日
」
の
道
路
清
掃
活
動

と
し
て
実
施
す
る
区
域
（
の
ぼ

り
旗
を
立
て
た
幹
線
道
路
）

②
住
民
が
環
境
美
化
活
動
と
し
て

実
施
す
る
区
域
（
①
の
周
辺
お

よ
び
そ
の
他
の
道
路
）

◎
名
瀬
地
区
に
つ
い
て
は
左
記
の

　

区
域
内
道
路
全
般

※ 

事
故
防
止
の
た
め
車
道
部
分
は

　

除
外
し
ま
す
。

４   

住
民
参
加
者
に
つ
い
て

①
各
自
が
参
加
で
き
る
時
間
、
無

理
の
な
い
範
囲
の
活
動
で
構
い

ま
せ
ん
。

②
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
す
る
意

志
表
示
と
し
て
、
黄
色
の
シ
ャ

ツ
や
帽
子
、
黄
色
の
リ
ボ
ン
・

タ
オ
ル
な
ど
の
布
片
を
身
に
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

５   

各
自
用
意
す
る
も
の

◎
指
定
ゴ
ミ
袋
・
火
バ
サ
ミ
・
軍

手
な
ど
の
清
掃
用
具

６   

集
め
た
ゴ
ミ
の
回
収
方
法 

①
当
日
、
国
道
・
県
道
沿
い
で
の

ぼ
り
の
立
っ
て
い
る
場
所
に
出

す
。（
10
時
30
分
か
ら
回
収
し

ま
す
。）

②
の
ぼ
り
が
立
っ
て
な
い
地
区
は
、

市
・
集
落
が
指
定
す
る
方
法
で

保
管
・
収
集
し
ま
す
。

７   

注
意
事
項

①
可
燃
ゴ
ミ
と
不
燃
ゴ
ミ
は
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
庭
ゴ
ミ
・
伐
採
ゴ
ミ
・
粗
大

ゴ
ミ
は
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。

③
ゴ
ミ
は
必
ず
時
間
内
に
、
の
ぼ

り
旗
の
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

④
の
ぼ
り
を
撤
去
し
た
あ
と
は
、

ゴ
ミ
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
。 

⑤
雨
天
時
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

各
自
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い

（
小
雨
決
行
）。

⑥
各
自
、
事
故
や
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
支
庁
衛
生
・
環
境
室

（
名
瀬
保
健
所
）

53-

７
４
７
４

担
当
：  

西
原
・
大
淵
脇

のぼり設置（ごみ回収）地点
 1． 御殿浜橋( 港町）
 2． ﾀｹﾀﾞ不動産前（ｴﾌﾞﾘﾜﾝ港町店近く）
 3． 水道課前（矢之脇町交差点近く）
 4． 金久中前
 5． ﾊﾛｰﾜｰｸ名瀬前（長浜町）
 6． 奄美中央病院前（長浜町）
 7． 長浜建設前（長浜町）
 8． 朝仁下水道ポンプ場前
 9． 長浜消防分団朝仁車庫前
10．小宿ﾄﾝﾈﾙ朝仁側しまかわ前
11．小宿県職員共済住宅前
12．小宿マヨたこ前
13．小浜保育所前
14．名瀬消防署前（小浜町）
15．佐大熊ﾊﾞｽ停
16．ヤマダ電機前（大熊）
17．平瀬病院前（鳩浜町）
18．洋服青山前（大熊）
19．旧農改ｾﾝﾀｰ前（朝日町）

20．ﾎﾜｲﾄ急便本社前（浦上町）
21．東洋ﾘｰｽ前（浦上）
22．いすゞ自動車前（本茶ﾄﾝﾈﾙ入口）
23．風間内科横（有屋町尾里橋）
24．ひかり薬局前（有屋町苗道橋）
25．水道新有仲ﾎﾟﾝﾌﾟ場前（仲勝）
26．和光園ﾊﾞｽ停横
27．西モータース横（港町）
28．鹿銀（石橋出張所）前
29．奄美高校前（古田町）
30．古田町マリア教会前
31．真名津県共済住宅前
32．平田簡易郵便局前
33．上平田中央橋横
34．写真ｻﾛﾝ道（永田橋近く）
35．大島支庁前交差点（永田町）
36．名瀬カトリック教会前
37．名瀬郵便局前
38．鹿銀（大島支店）前奄美橋

Ｃ 石崎  晋

平成２３年度自衛官等募集案内
募　集　種　目 資　格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
(任期制）

男子 １８歳以上２７歳未満の者  ８月１日～９月９日 ９月１５日～９月１７日

女子 １８歳以上２７歳未満の者  ８月１日～９月９日
９月２５日～２８日
※　いづれか指定する１日

一般曹候補生
（曹となる自衛官を養成）

１８歳以上２７歳未満の者
１回目　２月１日～５月６日
２回目　８月１日～９月９日

１回目　５月２１日
２回目　９月１7日

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

高卒（見込含）２１歳未満の者  ８月１日～９月９日
 １次９月２３日
 ２次１０月１５日～２０日
 ３次１１月１２日～１２月１５日

看護学生
（陸上自衛隊の看護陸曹を養成）

高卒（見込含）２４歳未満の者  ９月５日～９月３０日
 １次１０月２２日
 ２次１１月１９日・２０日

防衛大学校学生
（幹部自衛官を養成）

推薦 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月８日  ９月２４日・２５日

一般 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月３０日
 １次１１月５日・６日
 ２次１２月１３日～１７日

　 防衛医科大学校学生 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月３０日
１次１０月２９日・３０日
２次１２月７日～９日

防衛医科大学校 高等看護 １８歳以上２４歳未満の者  ９月１日～９月３０日(予定） １０月中旬頃

【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所
奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁別館２階　　53-9１０３
※その他、詳細については奄美大島駐在員事務所に確認してください。

平成２３年度自衛官等募集案内
募　集　種　目 資　格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
(任期制）

男子 １８歳以上２７歳未満の者  ８月１日～９月９日 ９月１５日～９月１７日

女子 １８歳以上２７歳未満の者  ８月１日～９月９日
９月２５日～２８日
※　いづれか指定する１日

一般曹候補生
（曹となる自衛官を養成）

１８歳以上２７歳未満の者
１回目　２月１日～５月６日
２回目　８月１日～９月９日

１回目　５月２１日
２回目　９月１7日

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

高卒（見込含）２１歳未満の者  ８月１日～９月９日
 １次９月２３日
 ２次１０月１５日～２０日
 ３次１１月１２日～１２月１５日

看護学生
（陸上自衛隊の看護陸曹を養成）

高卒（見込含）２４歳未満の者  ９月５日～９月３０日
 １次１０月２２日
 ２次１１月１９日・２０日

防衛大学校学生
（幹部自衛官を養成）

推薦 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月８日  ９月２４日・２５日

一般 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月３０日
 １次１１月５日・６日
 ２次１２月１３日～１７日

　 防衛医科大学校学生 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月３０日
１次１０月２９日・３０日
２次１２月７日～９日

防衛医科大学校 高等看護 １８歳以上２４歳未満の者  ９月１日～９月３０日(予定） １０月中旬頃

【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所
奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁別館２階　　53-9１０３
※その他、詳細については奄美大島駐在員事務所に確認してください。

平成２３年度自衛官等募集案内
募　集　種　目 資　格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
(任期制）

男子 １８歳以上２７歳未満の者  ８月１日～９月９日 ９月１５日～９月１７日

女子 １８歳以上２７歳未満の者  ８月１日～９月９日
９月２５日～２８日
※　いづれか指定する１日

一般曹候補生
（曹となる自衛官を養成）

１８歳以上２７歳未満の者
１回目　２月１日～５月６日
２回目　８月１日～９月９日

１回目　５月２１日
２回目　９月１7日

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

高卒（見込含）２１歳未満の者  ８月１日～９月９日
 １次９月２３日
 ２次１０月１５日～２０日
 ３次１１月１２日～１２月１５日

看護学生
（陸上自衛隊の看護陸曹を養成）

高卒（見込含）２４歳未満の者  ９月５日～９月３０日
 １次１０月２２日
 ２次１１月１９日・２０日

防衛大学校学生
（幹部自衛官を養成）

推薦 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月８日  ９月２４日・２５日

一般 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月３０日
 １次１１月５日・６日
 ２次１２月１３日～１７日

　 防衛医科大学校学生 高卒（見込含）２１歳未満の者  ９月５日～９月３０日
１次１０月２９日・３０日
２次１２月７日～９日

防衛医科大学校 高等看護 １８歳以上２４歳未満の者  ９月１日～９月３０日(予定） １０月中旬頃

【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所
奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁別館２階　　53-9１０３
※その他、詳細については奄美大島駐在員事務所に確認してください。

平成２３年度

「豊かな奄美市民講座」

～もっと深く知りたい奄美・もっ

と広く知らせたい奄美～ 

【期間】平成２３年７月

　～平成２４年１月（全７回）

【場所】

奄美市名瀬公民館２階会議室

【時間】午後２時～４時

【講座内容】青果市場、奄美の

文化・自然・歴史・気象など

【受講料】無料

【申込方法 】 奄美市名瀬公民館

で申込みを受付致します。

電話・ＦＡＸ（住所・氏名・年齢・

電話番号）による受付も致しま

す。

【連 絡 先 】 奄美市名瀬公民館

電話 ５２－１８１６

ＦＡＸ ５７－０５０７
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【お問い合わせ先】奄美市役所  財政課 　  52-1111

平成２２年度予算執行状況

親 子 で 療 養 所 を
訪 ね て み ま せ ん か

【場所】奄美和光園

【日時】8 月 25 日（木）12：45 ～

【募集対象】小・中学生、高校生とその

保護者等（約 10 組程度）

【申込締切】平成 23 年 8 月 5 日（金）

【申込方法】ハガキ、電話、ＦＡＸ、Ｅ

メールのいずれかで、訪問施設名、住

所、氏名、年齢、性別、職業または学年、

電話番号、連絡先、今までの参加経験

の有無を下記の申込先まで申し込んで

ください。参加料は無料です。決定通

知は、8 月中旬に文書でお知らせします。

【申込先】県庁保健福祉部健康増進課

ハンセン病担当相談窓口

・住所　〒 890-8577

　鹿児島市鴨池新町 10-1

・ 099-286-2720

・ 099-286-5556

・Ｅメール

kansensy@pref.kagoshima.lg.jp
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平成２３年度国立 ・ 県営鹿児島障

害者職業能力開発校

障害者委託訓練生募集案内ＯＡ事

務科 （３ヶ月コース）

　奄美情報処理
専 門 学 校 で は、
身体に障がいを
お 持 ち の 方 で、
早期の就職や復
職を目指す方を
対象にワード・
エクセル・メール・ホームページ作成
など、基礎的なパソコン操作の職業訓
練を予定しています（国立・県営鹿児
島障害者職業能力開発校の委託訓練）。

　訓練場所は奄美振興会館内で、期間
は平成 23 年 8 月 2 日から 10 月 28 日
まで（時間は 9 時半から 15 時半、土日・
祝祭日は休み）。

　定員は 10 名で、募集期間は７月７
日までとなっています。応募の際に必
要な書類等の詳細・お問い合わせは名
瀬公共職業安定所の障害者窓口（電話
0997-52-4611）まで。

平成２３年 永田墓地旧盆交通規制について

　今年の旧盆は 8 月 12 日（金）から 8 月 14 日（日）です。
　墓参者の安全を確保するため、例年のとおり市立体育館前か
ら市営駐車場（旧火葬場跡）までの市道を車両交通規制します。
　また、「名瀬小学校校庭は，駐車場として利用できません」
ので、墓参者の皆様には、市内の「民間駐車場」やバス等の「公
共交通機関」をご利用くださいますようお願いいたします。

【交通規制時間】
・８月１２日（金）迎え盆
　午前８時～午後７時

・８月１４日（日）送り盆
　午前９時～午後７時

奄美市環境対策課
墓地対策室
52 － 1111（内線 1245）

不要になったテレビ等の処理について

（家電リサイクル法について）
　テレビ放送が、平成２３年７月２４日から地上デジ
タル放送へ変わります。テレビは家電リサイクル法に
より、以下のとおり処分の方法が決まっています。
○テレビを買い換える場合→新しくテレビを購入する
お店に引き取ってもらう
○古いテレビの処分のみの場合→テレビを購入したお
店に引き取ってもらう（※テレビを購入したお店が不
明な場合は、最寄りの家電販売店か収集業者に引き取
りをお願いする必要があります。）
※いずれの場合も、リサイクル料金と収集運搬料金を支
払って引き取ってもらう必要があります。

＊家電リサイクル対象商品について
テレビ以外にも
　エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・
乾燥機は家電リサイクルの対象となります

＊離島対策支援事業（収集運搬費の一部補助）につ
いて
　平成２３年２月１日から平成２４年１月
３１日までは、電化製品を処分する人の負
担を軽減するため、（財）家電製品協会によっ
て家電リサイクルに要する収集運搬料金が
一部補助されており、あらかじめ補助分を
差し引いた金額が収集運搬料金として請求
されます。

奄美市役所環境対策課
℡：52-1111（内線：1242・1243）

国民健康保険 ・ 後期高齢者医療 

限度額適用 ・ 標準負担額減額認

定申請について

　入院時のお支払いについて、医療機関に
『限度額適用・標準負担額減額認定証』ま

たは『限度額適用認定証』を提示すると自
己負担限度額までのお支払いで済みます。

（食事代等は別途負担）
【申請手続きについて】

各総合支所の国民健康保険または後期高
齢者医療担当窓口で申請してください。

（※保険税・保険料を完納されている方に
交付されます）

（※世帯全員が申告されている方に交付さ
れます）

《申請に必要なもの》
　世帯主の印鑑と保険証
※申請した月の初日から適用となりますの

で、入院が決まったらお早めに申請してく
ださい。（前月にさかのぼっての申請はで
きません）
※現在平成２３年７月３１日まで有効の各
認定証をお持ちの方の、８月から有効の各
認定証については、平成２３年８月１日（月）
より各総合支所にて申請できます。
※ 70 歳以上で所得区分が上位所得者・一
般（住民税課税世帯）の方は限度額が自動
的に適用されますので、限度額適用認定証
の申請の必要はありません。

【お問い合わせ・申請先】
・名瀬総合支所 52-1111

〔国保〕国保年金課（内線 1150）
〔後期〕高齢者福祉課（内線 1687・1692）
・住用総合支所 69-2111
　市民課国民健康保険係　（内線 2106）

・笠利総合支所 63-1111
　市民課国民健康保険係 （内線 3025）
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【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係

　　　電話：５２-１１１１  （内線 1715・1716）

無料法律相談
7～8月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・７/１４（木）正込健一朗　弁護士（午後1時～4時半）
・７/２１（木）鈴木穂人　弁護士（午前9時半～11時半）
・７/２８（木）馬場竹彦　弁護士（午前11時～12時，午後1時～3時半）
・８/　４（木）藤尾直人　弁護士（午後1時～4時半）
・８/１８（木）寺田有美子　弁護士（午前9時半～11時半）
・８/２５（木）柿内弘一郎　弁護士（午前11時～12時，午後1時～3時半）

一般図書

＊『神去なあなあ日常』/ 三浦しをん

＊『三人姉妹殺人事件』/ 赤川次郎

＊『紫式部の欲望 / 酒井順子

＊『東京アクアリウム』/ 小池真理子

＊『老いの才覚』/ 曽野綾子

＊『ばんば憑き』/ 宮部みゆき

＊『ドストエフスキー』/ 山城むつみ

＊『人気のデリそうざい』/ 中村寿子

・・・ほか

児童図書

＊『おもいのどっち？』/ あきやまただし

＊『うえきばちです』/ 川端誠

・・・ほか

海岸愛護運動　　７月１日～３１日

～海辺に安らぎ、 心にゆとり～

　海岸や海浜地は、国民共有の財産です。

　快適で潤いのある海岸環境をみんなで

つくっていきましょう。

名瀬総合支所土木課　　　５２‐１１１１

住用総合支所産業建設課　６９‐２１１１

笠利総合支所建設課　　　６３‐１１１１

メジロを飼う際の手続きについて

　原則として野生鳥獣の捕獲は禁止され

ており、日本国内に生息する野鳥で許可

を受けて愛がん飼養目的で捕獲できるの

はメジロ（1 世帯につき 1 羽）のみとなっ

ています。このメジロを捕獲し、飼うた

めには、市役所（各総合支所）に印鑑持

参の上、直接本人が申請手続きをしてく

ださい。まず、捕獲許可申請をして許可

後、鳥を捕獲し、次に捕獲許可証の返納

と同時に飼養許可申請をしていただきま

す。（飼養許可手数料 3,400 円）

※捕獲上の注意

　捕獲に際しては、市長から交付を受け

た捕獲許可証を携帯して捕獲してくださ

い。市長が捕獲を許可する鳥名と羽数は

次のとおりです。

　鳥名：メジロのみ

　羽数：１世帯につき１羽

　捕獲できる期間は、7 月 15 日から翌

年の 2 月末日まで（捕獲許可証の有効期

間内に捕獲すること。）

※５年以内に愛がん飼養のための捕獲許

可を受けた方は、捕獲許可を受けられま

せんのでご注意ください。

※無許可で鳥獣を捕獲したり飼養したり

すると、法律違反として罰せられます。（一

年以下の懲役または１００万円以下の罰

金）

　手続き・詳細ににつきましては、下記

までお問い合わせください。

・奄美市役所農林振興課

　　　　 52-1111（内線 1404）
・住用総合支所産業建設課

　　　　 69-2111（内線 2314）
・笠利総合支所産業振興課

　　　　 63-1111（内線 3046）
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今月の保健師さん

島名 博美さん

定期予防接種の改正について

①ＭＲ 4 期（麻しん風しん混合ワクチン）
　高校 3 年に相当する年齢の方にすでに通知していますが、高校
2 年に相当する年齢の方についても、希望者（海外に行くなどの時）
は受けることができます。高校 2 年生で予防接種を受けた方は高
校 3 年生での予防接種はありません。

②日本脳炎予防接種の特例について
●対象方：平成 7 年 6 月 1 日（高校 1 年に相当する年齢の方）～
平成 19 年 4 月 1 日生れた方
①平成 17 年の積極的接種の差し控えによって 1 期（1 ～ 3 回）及
び 2 期（1 回）が完了していない方

母子健康手帳を確認の上、不足分の接種を受けてください。
※接種を希望する方は、母子健康手帳を持参し各総合支所で予診
票の発行を受けてください。

●予防接種の間隔
★未接種の場合：6 日以上の間隔をあけて 2 回接種し、おおむ
ね 1 年以上あけて 1 回接種します。9 歳以上の方は更に 2 期と
して 1 回接種します。

《日本脳炎接種後 1 年以上経過した場合》
★ 1 回接種済の場合：6 日以上の間隔をあけて 2 回接種します。
9 歳以上の方は更に 2 期として 1 回接種します。
★ 2 回接種済の場合：1 期追加として 1 回接種します。
9 歳以上の方は更に 2 期として 1 回接種します。
★ 1 期が完了している場合：9 歳以上の方は 2 期として 1 回接
種します。
2期は、9歳以上で1期追加から6日以上あけたら接種可能です。
予防接種の回数は全部で 4 回になります。

●予防接種の期間：20 歳未満まで
※これまで定期接種ができなかった、7 歳 6 か月未満～ 9 歳未満、
13 歳以上 20 歳未満でも接種できるようになりました。
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齢
者
も
増
え

る
こ
と
で
、
認

知
症
の
方
も
増

加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
く
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し

か

し
、

認
知
症
は
、
決

し
て
高
齢
者
だ

け
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
働
き
盛
り
の
40

～
50
代
で
発
症
さ
れ
る
方
も
お

り
、
介
護
者
の
経
済
的
・
精
神

的
な
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
で
す
。
そ
れ
程
、
認
知
症
と

い
う
病
気
は
、
特
別
な
病
気
で

は
な
く
、
だ
れ
に
で
も
な
り
う

る
身
近
な
病
気
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

◎
も
し
、
認
知
症
に
な
っ
た

ら
・
・
・

　

近
い
将
来
、
自
分
自
身
が
、

身
近
な
方
が
認
知
症
に
な
っ
た

時
、
ど
の
よ
う
な
支
え
が
地
域

や
周
り
の
人
に
あ
る
と
嬉
し
い

の
で
し
ょ
う
か
。
家
族
だ
け
で
、

支
え
る
に
は
負
担

が
大
き
い
も
の
で

す
。
相
談
窓
口
と

し
て
も
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
が
主
と

な
り
相
談
業
務
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
つ
い
て

も
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
日
々
の
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
身
近
な
存
在
で
あ
る

地
域
の
方
々
の
温
か
い
見
守
り
・

声
か
け
は
、
大
き
な
支
え
に
な

る
も
の
で
す
。

◎
あ
な
た
も
認
知
症
の
方
の

応
援
団
に
・
・
・

　

「
認
知
症
に
な
っ
た
親
の
側
か

ら
友
人
が
去
っ
て
し
ま
い
悲
し

い
」「
も
っ
と
、
地
域
の
人
が
認

知
症
の
事
を
理
解
し
て
欲
し
い
」

「
介
護
者
の
心
の
葛
藤
を
受
け
と

め
て
欲
し
い
」「
地
域
の
方
の
見

守
り
で
助
け
ら
れ
て
い
る
」
な

ど
、
奄
美
市
に
お
い
て
も
認
知

症
の
方
と
暮
ら
す
家
族
の
思
い

や
辛
さ
、
地
域
に
対
す
る
期
待

は
多
く
あ
り
ま
す
。「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
病
気
や
症
状
、
対
応
等
に

つ
い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
が
地
域
に
増
え
る
こ
と
で
、

認
知
症
の
方
や
介
護
を
さ
れ
る

方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
環
境
に
な
れ
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
身
近
な
地
域
・

職
場
等
の
中
か
ら
、
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　

52-

１
１
１
１

内
線
（
1
6
9
6
・
1
6
9
9
）

あ
な
た
も
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
え
て
く
だ
さ
い
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●胃がん検診（４０歳以上の市民）
●腹部超音波検診（４０歳以上の市民）
●肺がん検診（４０歳以上の市民）
●大腸がん検診（４０歳以上の市民）
●肝炎ウイルス検診（４０歳以上の市民で市
の検診で受診歴のない方）
●前立腺がん検診（５０歳以上の男性）

◎ 40 ～ 75 歳未満の国保の方は
　　　　　・・・特定健診 ( メタボ健診）
◎ 75 歳以上の後期高齢者の方は
　　　　　・・・長寿健診
◎ 40 歳以上の生活保護世帯の方は
　　　　　・・・健康診査

＊国保以外の特定健診については、加入され
ている医療保険者へお問合せください。

該当者はこちらも受診できます

※お住まいの地区ごとに検診日・受付時

間を設定しています。

※受診券は検診日２～３週間前に、ご本

人様のご自宅あてに送付します。

※複合検診（名瀬）とミニ人間ドック（住

用・笠利）は、受診できる検査項目や料

金は同じです。実施する地区によって名

称が異なるだけです。

※奄美市民であれば、名瀬・住用・笠利

のいずれの検診会場で検診を受診しても

かまいません。

＜お問い合わせ先＞
 名瀬総合支所 　健康増進課
　５２－１１１１（内線１１４４・１１４５）
 住用総合支所　 保険福祉課
　６９－２１１１（内線２１１３・２１１７）
 笠利総合支所 　いきいき健康課
　６３－２２９９（直通）

半
日
（午
前
中
）

で
、
一
度
に

い
ろ
い
ろ
な

健
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
!!

特定健診推進キャラクター
「こくたろう」
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住用地区　5 月末人口　1,539 人　801 世帯（住民登録月報より）
住用総合支所からのお知らせ

　

平
成
23
年
５
月
13
日
（
金
）
住
用
公
民
館
に
お
い
て
、

平
成
23
年
度
奄
美
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
住
用

支
部
の
総
会
並
び
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
で
は
、
奄
美
市
地
女
連
の
歌
を
合
唱
し
、
平
成
22
年

度
の
事
業
経
過
や
決
算
報
告
、
ま
た
、
平
成
23
年
度
の

事
業
計
画
や
予
算
の
案
、
さ
ら
に
は
任
期
に
伴
う
新
役

員
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
住

用
総
合
支
所 

保
険
福

祉
課
の
重
田
る
み
保

健
師
と
俵
淳
子
保
健

師
が
「
介
護
保
険
・

検
診
」
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
、
終
始
な
ご

や
か
な
ム
ー
ド
で
研

修
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

住用地区　5月末人口　1,539 人　801 世帯（住民登録月報より）
住用総合支所からのお知らせ

　春の全国交通安全運動を広くお知らせしようと、奄美
警察署住用駐在所、交通安全協会住用支部、交通安全母
の会の皆さんのご協力で、交通安全運動期間中の５月
16 日（月）に、住用総合支所前の路上にて飴玉や啓発
チラシを配布するなどキャンペーンを実施しました。

春の交通安全運動啓発キャンペーン実施

【総会・研修会の様子】

多くの方々から図書の寄贈がありました。
皆様の善意に感謝申し上げます。

住用公民館図書寄贈者名簿

沖島 菜千香 様 （奄美市名瀬）
島尾 伸三 様 （東京都世田谷区）
生元 高男 様 （奄美市名瀬）
田町 まさよ 様 （奄美市名瀬）
中山 智保子 様 （奄美市名瀬）
守谷小学校 様 （埼玉県守谷市）
たこ福さん 様 （奄美市住用町）
南   かおる 様 （奄美市名瀬）
増田 久美子 様 （奄美市名瀬）
藤岡 義道 様 （鹿児島県指宿市）
市田 忠ニ 様 （鹿児島県姶良市）
和田 明江 様 （鹿児島県いちき串木野市）

奄
美
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
住
用
支
部
総
会
並
び
に
研
修
会
が
開
催

奄
美
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
住
用
支
部
総
会
並
び
に
研
修
会
が
開
催

皆様の善意に感謝申し上げます。

山田千代子さん保健師の重田るみさん

保健師の俵淳子さん
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　今年も、住用地区小中学校相撲・球技大会が５
月 19 日（木）に奄美体験交流館で行われました。
大会には、住用地区の小学校５・６年生と中学生
が参加し相撲・ソフトバレーボール・卓球の各種
競技で一生懸命頑張る中、交流を深めていました。
　

住用地区7月行事予定

住用町における７月の集合徴収日程について
　　　　　　　　　　　（お知らせとお願い）

　７月は、今月は固定資産税の第２期分並びに国民健康
保険税・後期高齢者医療保険料及び介護保険料の第１期
分の納期となっていますので納期内に納付していただき
ますようよろしくお願いいたします。
　また、未納分と過年度滞納分の市税等についても当日
会場で納めることができますので、ご協力をお願いいた
します。

【相撲大会の様子】

住用地区小中学校相撲 ・ 球技大会

が行われました

※ごみ出しは８時３０分までに収集場所へ

月間行事予定

日 行事名 場所

7/1（金） 定例嘱託員会 住用支所 ２階会議室

7/1（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/2（土） パッチワーク教室 住用公民館　会議室

7/2（土） 囲碁教室 住用公民館　和室

7/2（土） パソコン教室（中級） 住用公民館　パソコン室

7/4（月） 住用健康教室「東仲間・摺勝集落」 東仲間公民館

7/4（月） し尿汲み取り 市・戸玉・山間

7/5（火） し尿汲み取り 役勝・西仲間・石原

7/5（火） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/6（水） 住用健康教室「はまゆう会」 城公民館

7/6（水） 燃やせないごみ 住用町内全域

7/7（木） し尿汲み取り 見里・東仲間・川内

7/8（金） し尿汲み取り 摺勝・城・和瀬

7/8（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/9（土） 舞踊教室 住用公民館　和室

7/9（土） 島唄教室 住用公民館　会議室

7/9（土） 茶道教室 住用公民館　和室

7/9（土） パソコン教室（初級） 住用公民館　パソコン室

7/12（火） 母子相談・親子あそび 住用公民館

7/12（火） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/13（水） 住用健康教室「よらおう会」 川内生活館

7/13（水） 住用健康教室「西原集落」 西仲間公民館

7/13（水）
古紙類分別収集（新聞紙・雑誌・ダン
ボール・紙パック）

住用町内全域

7/13（水） リーボック体操教室 住用公民館 ホール

7/15（金） 住用健康教室「市集落」 市公民館

7/15（金） 住用健康教室「きばろう会」 見里公民館

7/15（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/16（土）
資源ごみ分別収集（ペットボトル・ビ
ン）

住用町内全域

7/16（土） パッチワーク教室 住用公民館　会議室

7/16（土） 囲碁教室 住用公民館　和室

7/16（土） パソコン教室（中級） 住用公民館　パソコン室

7/19（火） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/20（水）
住用健康教室「山間いきいき運動教
室」

山間体育館

7/20（水） 燃やせないごみ 住用町内全域

7/21（木） ディケア「でぃ-でぃ-でぃ-」 住用公民館

7/22（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/23（土） 舞踊教室 住用公民館　和室

7/23（土） 島唄教室 住用公民館　会議室

7/23（土） パソコン教室（初級） 住用公民館　パソコン室

7/23（土） 茶道教室 住用公民館　和室

7/26（火） 集合徴収 住用町内全域

7/26（火） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/27（水） リーボック体操教室 住用公民館 ホール

7/27（水）
古紙類分別収集（新聞紙・雑誌・ダン
ボール・紙パック）

住用町内全域

7/28（木） 住用健康教室「やんがち教室」 下役勝公民館

7/29（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

7/30（土） 特定（複合）健診　　ミニ人間ドック 奄美体験交流館

7/31（日） 特定（複合）健診　　ミニ人間ドック 奄美体験交流館

※　当日の詳しい徴収時間につきましては、
改めまして集落の放送等でご案内させていた
だきます。

午　　前 午　　後

７月26日（火）
市・戸玉、見里・摺勝、
西仲間・石原

山間・上役勝、川内・東
仲間、城・和瀬
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笠利地区   5 月末人口　6,397 人　3,113 世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

0

笠利地区　5月末人口　6,397 人　3,113 世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

　６月３日（金）に４月 19 日付けで「佐
仁八月踊り」が鹿児島県無形民俗文化
財に指定され、指定証書の伝達式が笠
利町佐仁集落公民館で行われ、奄美市
教育委員会坂元洋三教育長から佐仁八
月踊り保存会会長の前田和郎さんに指
定証書が伝達されました。

【指定証書を受け取る前田さん】

　

５
月
16
日
（
月
）
笠
利
町
屋
仁
の
蒲

生
崎
観
光
公
園
に
御
影
石
製
の
ア
ー
チ

と
鳥
居
が
完
成
し
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
寄
進
し
た
屋
仁
出
身
の
元
聖
徳

大
学
児
童
部
教
授
・
手
島
勝
郎
さ
ん

（
70
）
と
住
民
約
50
人
が
通
り
初
め
を
し

て
校
区
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
を
祝
い
ま

し
た
。
ア
ー
チ
と
鳥
居
の
整
備
は
、
郷

里
に
100
万
円
の
寄
付
を
申
し
出
た
手
島

さ
ん
と
受
け
入
れ
た
屋
仁
校
区
活
性
委

員
会
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
落
成
式
で

手
島
さ
ん
は
「
教
育
者
と
し
て
の
人
生

は
島
で
培
わ
れ
た
ス
ッ
ト
ゴ
レ
精
神
に

支
え
ら
れ
た
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
屋

仁
駐
在
員
の
赤
崎
重
雄
さ
ん
は
、「
手
島

さ
ん
の
郷
土
愛
を
引
継
い
で
い
き
た
い
」

と
応
え
ま
し
た
。

　５月22日（日）奄美市笠利農村環境改善センターで笠利地区生涯学習講座合同開講式が行なわれました。
｢市民ひとり・1学習・1スポーツ・1ボランティア｣、を目標に、伝統文化の継承から新しいジャンルの
バラエティーに富んだ 36 講座に延べ 1430 人が受講。
　開講式では、講師紹介及び委嘱状交付に続き、講師代表として詩吟教室講師の前田　良吉さん、受講
生代表として男の料理教室生徒の中野寛仁さんがあいさつ。また、「赤ちゃん～大人まで元気な笠利町」
をつくろうディ！！と題した笠利総合支所いきいき健康課職員奥明美・郷田早苗・迫地法子さんの講演や、
当原ミツヨさん・当原秀樹さ
んによる島唄、泉一さんによ
るレクレーションダンスなど
で会場を盛り上げました。

笠利地区生涯学習講座合同開講式

【アーチの除幕式】

【完成した鳥居】

「佐仁八月踊り」
県無形民俗文化財指定

蒲生崎観光公園歓迎アーチと鳥居落成式

【会場の様子】

【当原ミツヨさん・秀樹さん】
【受講生代表あいさつ】

【委嘱状交付】
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ふるさとの学舎ふるさとの学舎大島北高 138

寄 

附

　

次
の
み
な
さ
ま
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
芳
名
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

※
今
月
か
ら
ま
と
め
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
名
瀬
地
区
）

岡
山　

俊
彦 

様 

（
小
宿
）　　

亡 

母 

岡
山　

オ
ク 

様

長　
　

盛
和 

様 

（
小
俣
）　　

亡 

父 

長　
　

大
和 

様

島
袋　

文
雄 

様 

（
柳
） 

　

亡 

父 

島
袋　

松
吉 

様

安
原　

和
裕 

様 

（
有
屋
） 　
亡 

父 

安
原　

光
義 

様

行　
　

美
紀
子 

様 

（
根
瀬
部
）　

亡 

夫 

行　
　

秀
樹 

様

武
原　

秀
一
郎 

様 

（
矢
之
脇
）　

亡 

母 

武
原　

ツ
ヤ
子 

様

指
宿　

節
子 

様 

（
入
船
） 　
亡 

夫 

指
宿　

光
宝 

様

山
元　

定
三 

様 

（
柳
） 

　

亡 

妻 

山
元　

妙
子 

様

恵
畑　

昭
磨 

様 

（
伊
津
部
）　

亡 

母 

恵
畑　

和
子 

様

（
笠
利
地
区
）

里　
　

次
子 

様 

（
用
安
） 　
亡 

義
母 

里　
　

エ
キ 

様

久
保　

豊
茂 

様 

（
川
上
） 　
亡 

母 

久
保　

イ
ト
エ 

様

山
下　

幸
一
郎 

様 

（
万
屋
） 　
亡 

父 

山
下　

勝
郎 

様

泊　
　

峰
子 

様 

（
佐
仁
） 　
亡 

夫 

泊　
　

廣
親 

様

熊
本　

菊
義 

様 

（
笠
利
１
区
）
亡 

母 

熊
本　

キ
ク
エ 

様

隈
元　

俊
郎 

様 

（
笠
利
１
区
）
亡 

姉 

橋
口　

テ
ツ 

様

（
一
般
寄
附
）

子
育
て
サ
ロ
ン　

だ
っ
こ
ち
ゃ
ん 

様

子
育
て
サ
ロ
ン　

て
ぃ
だ
っ
こ 

様

　

５
月
12
日
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
に
合
わ
せ
、
Ａ
コ
ー
プ
笠
利
店

駐
車
場
、
県
道
601
号
線
沿
い
で
、
生

活
・
交
通
委
員
12
人
が
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
赤
木
名
駐
在
所

の
警
察
官
２
名
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
交

通
安
全
を
訴
え
る
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
、
チ
ラ

シ
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

警
察
官
の
誘
導
の
も
と
、
平
成
23
年
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
横
断
は
し
っ

か
り
目
で
見

て
た
し
か
め

て
」
や
、
す

べ
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
な
ど
買
い
物
客
や
ド
ラ
イ

バ
ー
に
向
け
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
、
生
徒
た
ち
は
積
極
的
に
ビ
ラ

配
り
や
呼
び
か
け
を
行
い
、
充
実
し
た
表
情

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
運
動
を
と
お
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
・
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
が
、

お
互
い
に
交
通
安
全
を
意
識
す
る
こ
と
で
交

通
事
故
防
止
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
次

回
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

交
通
安
全
運
動

【説明を受ける学生】

【Aコープ笠利店駐車場にて】

【交通安全の呼びかけ】

笠利地区７月行事予定
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■
去
年
か
ら
始
め
た
ば
か
り
の
家
庭
菜

園
、
今
年
も
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
に
台
風
２
号
の
影
響
で
ほ
ぼ
全
滅

し
て
し
ま
い
と
て
も
残
念
。（
55
歳
男
性
）

■
台
風
２
号
が
去
り
畑
へ
行
く
と
収
穫

前
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
野
菜
は
全

滅
。
奄
美
の
農
家
の
人
達
は
ず
っ
と
こ

の
よ
う
な
困
難
に
も
打
ち
勝
っ
て
き
た

ん
だ
と
頭
が
下
が
り
ま
す
。（
43
歳
女

性
）

■
奄
美
市
だ
よ
り
い
つ
も
楽
し
く
見
て

い
ま
す
が
、
広
報
ク
イ
ズ
初
め
て
で
す
。

梅
雨
の
季
節
、
私
は
い
つ
も
梅
酢
と
梅

干
し
を
作
っ
て
い
ま
す
。（
62
歳
）

■
６
月
（
水
無
月
）
に
入
り
天
候
が
す

ぐ
れ
ま
せ
ん
が
、
台
風
２
号
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。農
作
物
は
塩
害
で
す
。

草
木
も
全
滅
で
す
。（
70
歳
男
性
）

■
５
月
19
日
に
59
歳
に
な
っ
た
ん
で
す

が
兄
嫁
よ
り
１
年
早
い
還
暦
祝
い
が
届

き
困
惑
し
ま
し
た
。（
59
歳
女
性
）

■
台
風
2
号
で
、
奄
美
パ
ー
ク
の
デ
イ

ゴ
の
木
が
２
本
倒
れ
ま
し
た
。
植
物
も

落
葉
で
大
変
で
す
。（
61
歳
・
男
性
）

■
奄
美
に
ウ
ミ
ガ
メ
っ
て
い
た
ん
で

す
か
!?
長
い
間
、
奄
美
に
住
ん
で

い
る
の
に
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
が
い
す
ら
見

た
こ
と
な
い
で
す
。（
26
歳
・
女
性
）

■
子
ど
も
の
名
前
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
…
だ
け
ど
読
め
な
い

名
前
が
多
い
事
～
！（
58
歳
・
女
性
）

■
幼
稚
園
で
虫
歯
の
お
勉
強
を
し

て
き
た
息
子
。「
歯
に
く
っ
つ
く

お
菓
子
は
特
に
キ
ケ
ン
な
ん
だ
っ

て
！
」
と
誇
ら
し
げ
に
話
を
し
て
、

大
好
き
な
ハ
イ
チ
ュ
ウ
を
食
べ
な

く
な
り
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
た

と
同
時
に
、
先
生
の
お
話
に
感
謝

で
す
。（
35
歳
・
女
性
）

■
子
ど
も
の
日
に
、
家
族
５
人
が

集
合
し
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ

た
子
ど
も
２
人
、
学
生
の
子
１
人
、

夫
の
４
人
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
！

ビ
ッ
ク
リ
し
て
、
あ
と
か
ら
、
う
れ
し

さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。（
女
性
）

■
奄
美
パ
ー
ク
で
は
１
年
を
通
し
て
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
先
日

（
６
月
５
日
）
の
「
奄
美
音
楽
祭
」
で

は
約
１
７
８
０
人
の
お
客
様
が
来
園
さ

れ
ま
し
た
。（
37
歳
・
女
性
）

■
今
月
で
29
歳
に
な
り
ま
す
。
婚
活

を
頑
張
り
た
い
け
ど
出
会
い
が
な
い
で

す
。（
28
歳
・
女
性
）

■
今
回
の
奄
美
市
だ
よ
り
で
婦
人
が
ん

の
検
診
に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
。
な
か

な
か
受
診
す
る
機
会
も
な
く
、
金
額
や

婦
人
が
ん
に
つ
い
て
心
配
だ
っ
た
の
で

良
い
機
会
だ
と
思
い
、
勇
気
を
出
し
て

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
28
歳
・
女
性
）

※主催者の都合により，開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
お問合わせは，それぞれの主催者へお願いいたします。奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852

３月　スポーツ合宿予定

奄美振興会館催物のご案内

鹿児島県奄美パーク　イベントのご案内

　　※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。※7月の休園日は6日（水）,20日（水）です。
　　※７月・８月の開園時間は，９：００～１９：００です。
　　※４月より年間パスポートを導入致しました。（大人1200円、高大800円、小中600円）
　　　発行日より１年間有効・ケンムンシール６個（＝６回入館）でプレゼント贈呈

　  ※お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL 55-2333　　　田中一村記念美術館 TEL 55-2635

連絡先　紬観光課　　℡５２－１１１１（内線１４３２　１４３３）

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各地区のページをご覧ください。

７月健診日程　名瀬地区　52-1111

チーム名 種別 地域 合宿予定日

プレス工業 陸上 東日本 3/1～3/6　
七十七銀行 野球 東北 3/2～3/20
大塚製薬 陸上 四国 3/4～3/13
神奈川大学 陸上 関東 3/4～3/7
中央大学短距離 陸上 関東 3/5～3/12
近畿大学陸上部 陸上 関西 3/7～3/17
埼玉大学　陸上部 陸上 関東 3/11～3/19
東海大四高 野球 北海道 3/20～4/1

日 行事名 開始時刻 料金等 主催

7/3（日） 第21回
グレンツェンピアノコンクール予選

開場11:00
開演11:30 無料 グレンツェンピアノ研究会

 （0995-22-4158）

7/4（月） 奄美まつり舟こぎ競争代表者説明会 受付 14:30
開会 15:00 関係者 奄美市紬観光課

（52-1111　内線1432）

7/14（木）平成23年度建設業経営者研修会
受付 12:00
開会 13:00 関係者 鹿児島県建設業協会奄美支部

（52-0846）

7/17（日）フリーマーケット（1万人広場） 9:00～15:00 － 名瀬フリーマーケット市民の会
 （53-3507：稲井）

7/18（月）鹿児島県吹奏楽連盟大島地区第2回サマーコンサート
開場13:00
開演14:00 無料 鹿児島県吹奏楽連盟大島地区

（52-4415：大島高校立石）

7/26（火）平成23年度合同お盆供養祭 受付 18:00
開式 19:00 無料 真言宗光明寺

（54-3234）

7/28（木）平成23年度奄美市人権同和教育研修会
受付  9:30
開会 10:00 関係者 奄美市教育委員会学校教育課

（52-1111　内線1724）

7/28（木）平成23年度奄美市学力向上推進委員会
受付 12:45
開会 13:15 関係者 奄美市教育委員会学校教育課

（52-1111　内線1729）

日 行事名 備考（対象者など）
7/12（火） 4カ月児健診 13:00 ～ 13:15 平成23年3月生

7/12（火） 7カ月児相談 9:30 ～ 9:45 平成22年11/16
～平成22年12/15

7/21（木） ３歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成20年2月生
7/22（金） １．６歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成22年1月生
7/27（水） 母子健康相談 9:30 ～ 11:00

受付時間

日 行事名 開始 終了 入場料
7/3（日）～県美展奄美関連作家展　最終日 9:00 16:00 無料

7/9（土）久保井博彦展(～８/７（日）１9：００迄） 9:00 19:00 無料

7/17（日）ネリヤカナヤフェスタ（～８月３１日迄）オープニングイベント 13:30 15:30 無料

7/23（土）親子手作り教室～ハワイアンシュシュ～ 13:30 15:30 無料
7/24（日）夏休み親子スケッチ大会 10:00 15:00 無料

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ
と　

二
十
四
日
（
７
月
１
日
現
在
）

黒

た
く
さ
ん
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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氏　
　

名　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
５
月
届
出
）

辻
井　

美
憂	

(

み
ゆ)		

大
輔

重
原　

悠
太	

(

ゆ
う
た)	

伸
一
郎

永
田　

結
和	

(

ゆ
わ)		

久
美

牧
岡　

虎
徹	

(

こ
て
つ)	

安
幸

西　
　

桜
花　

	(

ほ
の
か)	

剛
誠

兼
島　

一
颯	

(

い
ぶ
き)	

勝
巳

前
田　

琉
翔	

(

り
ゅ
う
と)	

浩
寿

森　
　

い
さ
み	(

い
さ
み)	

誠
一
朗

冨
崎　

茉
央	

(

ま
お)		

周
一
郎

豊
川　

結
唯
奈	(

ゆ
い
な)	

鉄
矢

岸
田　

翔
馬	

(

し
ょ
う
ま)	

幸
介

田　

仁
哉	

(

じ
ん
や)	

光
二

海
津　

春
富	

(

は
る
と)	

晋
太
郎

寳
納　

大
心	
(

だ
い
し
ん)	

雄
作

山
下　

成
登	

(
な
る
と)	

祐
司

宮
本　

眞
生	

(

し
ん
せ
い)	

眞
吾

大
重　

信
太	

(

し
ん
た)	

耕
平

俊
山　

羚
希	

(

れ
の)		
和
範

吉
田　

貴
文	

(

た
か
ふ
み)	
隆
則

　
　

胡
桃	

(

く
る
み)	

裕
樹

大
倉　

宏
太	

(

こ
う
た)	

裕
司

江
口　

幸
大	

(

こ
う
だ
い)	

洋
一

亀　
　

優
愛	

(

ゆ
り
あ)	

和
弥

宮
田　

陽
真	

(

は
る
ま)	

雄
策

尚
師　

芽
生	

(

め
い)		

英
男

有
川　

碧
空	

(

あ
い
ら)	

宏
樹

　

３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を

選
び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ

さ
い
。

①
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
は
７
月
21

日
か
ら
何
日
間
？
（
ヒ
ン
ト
４
Ｐ
）

Ａ
…
９
日
間　

Ｂ
…
12
日
間　

Ｃ
…
15
日
間

②
メ
ジ
ロ
は
1
世
帯
に
つ
き
何
羽
飼
え

る
？
（
ヒ
ン
ト
11
Ｐ
）

Ａ
…
３
羽　

Ｂ
…
９
羽　

Ｃ
…
１
羽

③
認
知
症
の
方
へ
の
正
し
い
接
し
方
は
？（
ヒ

ン
ト
12
Ｐ
）

Ａ
…
間
違
い
を
指
摘
す
る

Ｂ
…
放
っ
て
お
く

Ｃ
…
や
さ
し
く
声
を
掛
け
る

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①

―

Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
と
、コ
メ
ン
ト
（
面

白
い
話
・
感
想
・
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
）

を
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
１
名
様
に
日
本
エ
ア
ー
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
券
（
5
割
引
）、
10

名
様
に
図
書
カ
ー
ド
（
５
百
円
分
）
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
応
募
・
お
便
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４―

８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25―

８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

７
月
15
日（
当
日
消
印
有
効
）

■
先
月
号
の
正
解

　

①―

Ｃ　

②―

Ａ　

③―

Ｂ

（
68
通
中
68
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待

割
引
券
（
１
人
）

　

吉
田
由
美
さ
ん
（
名
瀬
久
里
町
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）（
10
人
）

　

平
美
和
子
さ
ん
（
名
瀬
西
仲
勝
）

　

林
健
太
郎
さ
ん
（
名
瀬
安
勝
町
）

　

諏
訪
原
妙
子
さ
ん
（
笠
利
町
仲
金
久
）

　

外
山
知
栄
身
さ
ん
（
名
瀬
大
熊
）

　

與
島
大
吾
さ
ん
（
笠
利
町
節
田
）

　

よ
っ
し
ー
マ
マ
さ
ん
（
笠
利
町
中
金
久
）

　

坂
野
む
つ
み
さ
ん
（
名
瀬
知
名
瀬
）

　

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
さ
ん
（
住
用
町
見
里
）

　

平
井
幸
代
さ
ん
（
名
瀬
鳩
浜
町
）

　

廣
畑
ス
エ
子
さ
ん
（
住
用
町
西
仲
間
）

奄美市の人口
（住民基本台帳）

平成２３年５月３１日現在

世 帯 数　23,727 世帯

人口総数　46,661 人

男 性　21,974 人

女 性　24,687 人

平成２３年　火災件数

地　区 5 月 計

名　瀬 3 6
笠　利 0 4
住　用 0 1
合　計 3 11

火の用心

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

地
デ
ジ
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
奄
美
市
民
用
地
デ
ジ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
株
式
会
社
東
通
内
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０-

５
４
０
８
１
４(

日
曜
日
を
除
く
8
時
30
分
～
17
時
30
分)

※未

あかりを消して、大切なものを見つけよう！　クールアースデー２０１１

　環境省では、２００３年から、地球温暖化防止のためライトアップ施設の消灯を呼びか
ける「CO2 削減／ライトダウンキャンペーン」を実施しています。本年度も７月７日（木）
を「クール・アースデー」と定め、全国一斉に「七夕ライトダウン」を実施します。市民
の皆様にも趣旨をご理解いただき、７月７日（木）の夜８時～１０時の２時間のライトダ
ウンにご協力ください。	 　　　　　　　環境対策課　環境保全係　内線１２４２
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瀬
幸
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番
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満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

は
町
の
宝
、
み
ん
な
で
こ
の
子
た

ち
に
誇
れ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

大
赦　

ひ
と
み  

ち
ゃ
ん

平
成
22
年
７
月
2
日
生 

孝
一
（
笠
利
３
区
）

濱
崎　

蔵
之
介
（
く
ら
の
す
け
）
ち
ゃ
ん

平
成
22
年
７
月
2
日
生 
勝
也
（
和
野
）

嶋
夛　

颯
斗
（
は
や
と
）
ち
ゃ
ん

平
成
22
年
７
月
14
日
生 

昭
男
（
須
野
崎
原
）

『一口メモ』

・ごはんがすすむ一品です！！

※「ま～さんど」は隔月連載です

ま～さんどま～さんど
『ゴーヤの佃煮』

Vol.67
食生活改善推進員コーナー

～手作りで 島の味を 家庭の味を～

＜材料＞

・ゴーヤ…2 本

・ちりめん…20g

・かつお節…10g

・炒りごま ( 白 )…大さじ 3

〈煮汁〉

　きび砂糖…150g

　濃口しょうゆ…30cc

　薄口しょうゆ…30cc

　酢…100cc

＜作り方＞
①ゴーヤは縦半分に切って種とわたをのぞき，厚

めに (5mm 位 ) スライスして熱湯に入れてさっ

と湯がき，ザルにあげて水分を切る。

　( ※しっかり水切りをしたほうが煮る時間が短

縮できます。)

②鍋に煮汁の調味料を入れて煮立て，ゴーヤとち

りめんを入れて煮汁が無くなるまで煮詰め，カ

ラメル色になる一歩手前位で火を止める。

③かつお節を入れて水分を吸わせ，最後に炒りご

まを加えて混ぜる。

▲奄美市名瀬に移転してきた空想科学株式会社と立
地協定調印式が行われました。（6 月 10 日）

▲大島支庁などの関係機関による奄美市合同防災点
検が行われました。（5 月 27 日）

福
﨑　

泰
地
（
た
い
ち
）
ち
ゃ
ん

平
成
22
年
７
月
24
日
生 

伸
悟
（
用
安
）

本
田　

彩
夏
（
あ
や
か
）
ち
ゃ
ん

平
成
22
年
７
月
29
日
生 

孝
（
喜
瀬
１
区
）

▲ 6 月 3 日から 5 日にかけて福岡と奄美で開催され
た奄美音楽祭の様子です。

福 岡

奄 美 パーク

福 岡
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